
ＤＳＲＣ信号のアイ開口率測定
平成１４年４月１１日から新しいＤＳＲＣ規格ＡＲＩＢ　ＳＴＤ－７５が施行されます。
無線周波数が１０ＭＨｚステップから５ＭＨｚステップに変更されることに伴い、次のようにきびしくなります。

図１に示しますようにＴ５５規格では、パルス波形に近
いため、１Ｔと２Ｔの振幅差もありませんでしたし、
デューティー比も５０％に近いものでした。しかし、Ｔ７
５規格では、図２に示しますように、１Ｔ信号の振幅が
２Ｔ信号に比べて小さくなることもあります。しかも、特
に１Ｔ信号ではデューティー比が５０％から大きく悪化
することが考えられます。

したがって、変調器前段のＬＰＦ（低域通過フィルタ）の
設計はよりきびしくなります。また、Ｔ５５規格ではさほ
ど問題とならなかった変調器の直線性も十分評価する必要があります。場合によってはデューティー比を大幅に損ねてしまうからです。

したがって、従来よりきびしくＡＳＫ変調波を評価する必要があります。

－４０ｄＢ以下＠１０ＭＨｚ離調
－３０ｄＢ以下＠５ＭＨｚ離調隣接チャンネル漏洩電力 ：－４０ｄＢ以下＠１０ＭＨｚ離調→  

■キーポイント１．＜１Ｔ信号の振幅とデューティー比＞

占有周波数帯幅：８ＭＨｚ→４.４ＭＨｚ 

図１．Ｔ５５規格アイパターン 図２．Ｔ７５規格アイパターン

図３．Ｔ５５規格コンパレートレベル 図４．Ｔ７５規格コンパレートレベル

Ｔ５５規格では、図３に示しますように、ＡＳＫ信号はよ
りパルスに近く、１Ｔと２Ｔの振幅差もなく、かつデュー
ティー比は５０％に近いものでしたから、アナログコンパ
レータでデジタル化したとき、出力は５０％デューティー
のきれいな信号が得られました。しかし、Ｔ７５規格では
図４からわかりますように、デューティー比が大幅に悪化
します。

■キーポイント２．＜検波回路＞

■アイ開口率測定
図５にマイクロ波ＡＭ検波器ＭＭＤ８５０を使ったＡＳＫ信号の測定系統図を示します。ＯＢＥあるいはＲＳＵに同軸出力端子があれ
ば、同軸接続での観測が容易にできます。但し、この時ＭＭＤ８５０の最適最大入力レベルが－６ｄＢｍですので間にアッテネータを挿入
する必要があるかもしれません。
一方、アンテナ給電パターン、アンテナ素子、筐体及び自由空間を含めた総合評価をする方がベターであることも考えられます。図５ではアン
テナ接続の場合を示してあります。空間損失を少なくするため、ＯＢＥあるいはＲＳＵ側アンテナとＭＭＤ８５０側アンテナの距離は１０
㎝程度（－２７.７ｄＢ空間損失）としました。ＭＭＤ８５０側はパッチアンテナを接続しています。このパッチアンテナは弊社から供給する
ことができます。両アンテナ利得を＋４ｄＢｉとし、ＯＢＥあるいはＲＳＵの給電点電力を＋１０ｄＢｍとすると、ＭＭＤ８５０の入力電力
はー９.７ｄＢとなります。３０ｄＢダイナミックレンジを得るためのＭＭＤ８５０の最適最大入力レベルが－６ｄＢですので、ダイナミック
レンジは３.７ｄＢ損なわれますが２６.３ｄＢ確保できますので問題はないと思います。３０ｄＢのダイナミックレンジを得たい場合は、両
アンテナ間をもう少し近づけるか、ＭＭＤ８５０側のアンテナを利得の高いものにするかすればよいでしょう。

パソコンは、アイ開口率を計算するためにシステムに含めました。アイ開口率演算ソフトはオプションとして弊社から供給することができます。
アイ開口率を計算する必要がないときは、パソコンは不要です。

図５．ＡＳＫ信号測定系統図


